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全
省
庁
横
断
の 

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を
構
築
せ
よ

２
号
に
わ
た
り
地
方
分
権
と
地
方
へ

の
資
源
分
散
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

民
間
で
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
広
ま
り

つ
つ
あ
り
、
地
方
へ
の
分
散
の
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
央
省

庁
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
未
開
の
状
況
に
取

り
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

「
あ
る
官
庁
で
は
企
業
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
聞
く
テ
レ
ビ
会
議
の
途
中
で

音
声
が
切
れ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
打
ち

合
わ
せ
な
ど
重
要
な
会
議
は
結
局
、
対

面
で
の
開
催
が
続
い
た
。
国
土
交
通
省

で
は
5
月
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
申
請
を
断

ら
れ
る
職
員
が
相
次
い
だ
。
容
量
の
制

約
で
回
線
に
限
り
が
あ
り
、
早
い
者
勝

ち
だ
っ
た
」（
６
月
20
日　

日
経
電
子

版
）な

ん
と
も
情
け
な
い
状
態
だ
。
本
来

な
ら
政
府
が
真
っ
先
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
駆

使
し
て
全
省
庁
横
断
的
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
す
べ
て
の
文
書
や
記
録
を
デ

ー
タ
べ
ー
ス
化
し
て
共
有
し
、
改
ざ
ん

前
半
の
社
員
総
会
で
は
、
協
会
に
よ
る

20
年
度
の
活
動
計
画
が
報
告
さ
れ
た
。
計

画
に
は
、
３
カ
月
ご
と
に
戦
略
会
議
を
開

催
す
る
こ
と
や
、
庄
内
・
東
信
・
北
信
ス

マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
活
動
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
後

半
の
活
動
報
告
会
で
は
庄
内
と
北
信
の
活

動
を
共
有
し
た
。

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
、 

水
田
の
畑
地
化
に
注
力

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
山
形
大
学
農
学
部
の
浦
川
修
司
教

授
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

山
形
大
学
農
学
部
で
は
、
松
尾
雅
彦
氏

に
よ
る
寄
附
講
座
と
し
て
２
０
１
６
年
か

ら
実
証
試
験
を
始
め
、
今
年
、
最
終
年
と

な
る
５
年
目
を
迎
え
た
。６
年
目
以
降
は
、

19
年
に
立
ち
上
げ
た
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ

ロ
ワ
ー
ル
（
庄
内
自
給
圏
）
協
議
会
が
活

動
を
引
き
継
い
で
い
く
。
会
長
は
村
山
秀

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
協
会
総
会

各
地
の
活
動
状
況
を
共
有

　

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
協
会
は
６
月
20
日
、
社
員
（
会
員
）
総
会
と
活
動
報
告
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
活
動
報
告
会
で
は
、
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
、
北
信
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
、
庄
内
で
農
業
を
営
むB

E
G
E
P
A
LE
T
T
E

（
ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
）
の
高
田
庄
平
氏

の
発
表
が
あ
り
、参
加
者
が
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、各
地
の
連
携
を
図
る
契
機
と
な
っ
た
。
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樹
農
学
部
長
、
副
会
長
は
皆
川
治
鶴
岡
市

長
と
東
北
ハ
ム
の
帯
谷
伸
一
社
長
が
務
め

る
。
将
来
的
に
は
、
同
協
議
会
を
サ
ー
ビ

ス
事
業
と
し
て
法
人
化
し
、
実
践
的
な
研

究
・
生
産
を
す
る
「
セ
ン
ト
ラ
ル
農
場
」

を
設
け
、
地
域
の
生
産
者
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

一
貫
し
た
活
動
の
柱
は
、
耕
畜
・
農
工
・

工
商
連
携
と
地
産
地
消
の
４
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー

コ
ン
、
み
そ
、
ラ
ー
メ
ン
が
発
売
さ
れ
、

小
売
店
や
飲
食
店
、
学
校
給
食
を
通
じ
て

地
域
住
民
に
供
給
さ
れ
た
。
20
年
は
し
ょ

う
ゆ
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
も
検
討
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
耕
畜
連
携
が
始
ま
ら
な
い

と
他
も
始
ま
ら
な
い
。

大
学
で
は
、
畑
輪
作
体
系
と
豚
の
肥
育

の
連
携
の
試
験
を
続
け
て
き
た
。
畑
輪
作

体
系
の
試
験
で
は
、
農
作
物
残
さ
や
堆
肥

の
投
入
と
輪
作
に
よ
り
土
壌
中
の
微
生
物

が
増
え
、
収
量
や
品
質
が
向
上
し
た
。
豚

気づき
中田康雄 の

の
肥
育
で
は
規
格
外
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
飼

料
化
し
、
現
在
、
そ
の
実
用
化
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
考
え
方
の

起
点
は
、
余
剰
水
田
を
畑
地
化
し
、
そ
こ

で
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
作
物
を
生
産
す

る
こ
と
で
あ
る
。
３
年
目
ま
で
は
も
と
も

と
畑
だ
っ
た
圃
場
の
み
で
試
験
を
し
て
き

た
が
、
い
よ
い
よ
4
年
目
19
年
度
か
ら
水

田
を
畑
地
化
す
る
試
験
を
始
め
た
。
20
年

度
か
ら
は
、
水
田
を
畑
地
化
し
た
圃
場
で

畑
輪
作
体
系
を
確
立
さ
せ
、
排
水
対
策
に

力
を
入
れ
な
が
ら
高
品
質
・
高
収
量
の
作

物
生
産
を
目
指
し
て
い
く
。

水
田
の
畑
地
化
の
排
水
対
策
を
紹
介

水
田
の
畑
地
化
の
試
験
に
協
力
し
て
い

る
の
は
、
生
産
者
のV

EGEPA
LET

T
E

の
高
田
庄
平
氏
で
あ
る
。
高
田
氏
は
、
そ

の
様
子
を
動
画
で
発
表
し
た
。

19
年
か
ら
ス
ガ
ノ
農
機
の
協
力
で
水
田
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ち
づ
く
り
に
積
極
的
な
地
域
で
あ
る
。

19
年
度
は
、
農
業
や
地
域
づ
く
り
の
専

門
家
を
講
師
に
招
い
て
勉
強
会
を
開
き
、

地
域
の
人
々
を
巻
き
込
む
こ
と
か
ら
始
め

た
。
20
年
度
は
講
演
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏

ま
え
て
３
つ
の
事
業
に
体
系
化
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
つ
め
の
「
土
（
持
続
す
る
イ
ン
フ
ラ
）

づ
く
り
」
の
事
業
で
は
、
地
域
木
材
を
使

用
し
た
住
宅
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

を
活
用
し
た
農
業
モ
デ
ル
、
地
域
交
通
で

地
域
の
電
力
を
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
。
二
つ
め
の
「
循
環
す
る
も
の

づ
く
り
」
の
事
業
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を

活
用
し
た
酒
米
づ
く
り
、
牧
場
の
堆
肥
を

活
用
し
た
畑
輪
作
、
果
実
栽
培
、
エ
デ
ィ

ブ
ル
ガ
ー
ン
（
食
べ
ら
れ
る
庭
）
づ
く
り
、

地
域
に
根
差
し
た
加
工
品
を
組
み
合
わ
せ

た
料
理
開
発
。
三
つ
め
の
「
人
（
全
員
参

加
の
）
づ
く
り
」
の
事
業
で
は
、
災
害
復

興
す
る
力
の
あ
る
人
材
や
農
村
景
観
を
つ

く
る
人
材
、
森
林
資
源
を
有
効
活
用
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
。

今
後
、
北
信
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル

を
個
別
の
事
業
を
増
や
し
な
が
ら
互
い
に

リ
ン
ク
さ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
い
く
計
画
だ
。

活
動
報
告
会
の
司
会
を
務
め
た
広
島
経

済
大
学
の
川
村
健
一
名
誉
教
授
は
、
報
告

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
つ
な
ぎ
、
お

互
い
に
学
ん
で
い
こ
う
と
呼
び
か
け
た
。

を
畑
地
化
す
る
た
め
に
土
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ハ
ー
フ
ソ
イ
ラ
で
心
土
破

砕
し
、
カ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
ー
で
砕
土
・
整

地
、
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
で
均
平
化
す
る

と
い
う
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
田
が

隣
接
し
て
い
て
水
が
浸
透
し
て
く
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
水
は
け
が
悪
い
。
昨
年

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
、
今
年
は
圃

場
の
外
郭
に
は
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
明
渠
を
掘

っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
今
年
は
あ
る
程

度
改
善
さ
れ
た
と
い
う
。

「
作
土
層
も
浅
い
た
め
、
土
づ
く
り
に
は

最
低
２
、
３
年
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

経
営
計
画
の
な
か
で
考
え
て
い
く
。将
来
、

高
齢
化
で
耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な
い
よ

う
、
畑
地
化
の
技
術
を
活
用
し
て
い
き
た

い
」高

田
氏
は
、
農
業
は
人
々
の
時
間
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
と
い
う
信
念
を
持
ち
、

農
業
者
と
地
域
の
人
々
が
一
緒
に
地
域
づ

く
り
を
し
て
い
く
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動

も
し
て
い
る
。
家
族
が
楽
し
ん
で
学
べ
る

農
業
の
イ
ベ
ン
ト
を
月
山
高
原
な
ど
で
開

催
し
た
り
、
播
種
か
ら
栽
培
、
収
穫
、
出

荷
、
食
品
会
社
と
の
商
品
開
発
、
小
売
店
、

食
卓
に
届
く
ま
で
を
動
画
サ
イ
ト

（Y
ouT
ube

：V
E
G
E
PA
LE
T
T
E

で

検
索
）
で
紹
介
し
た
り
と
積
極
的
に
情
報

発
信
を
展
開
し
て
い
る
。

北
信
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
、 

個
別
活
動
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化

北
信
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
信
州
大
学
キ
ャ
リ
ア
教
育
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
勝
亦
達
夫
助
教
が
発
表
し

た
。
北
信
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
は
、

小
布
施
町
を
核

と
し
て
周
辺
の

地
域
に
取
り
組

み
を
波
及
さ
せ

て
い
く
計
画

だ
。
小
布
施
町

は
栗
や
栗
菓
子

の
生
産
、
文
化

的
な
取
り
組

み
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
小
水
力

発
電
、
牧
場
の

新
設
な
ど
、
ま

や
廃
棄
が
で
き
な
い
仕
組
み
が
す
で
に

実
現
し
て
い
て
よ
い
時
代
だ
。

し
か
し
、
現
状
は
各
省
庁
が
そ
れ
ぞ

れ
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
独
自
に
開
発

し
、
省
庁
間
の
連
携
が
機
能
し
な
い
構

造
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
シ
ス
テ
ム
の
貧
困
性
が

露
呈
し
た
の
で
、
急
き
ょ
対
策
が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
、
打
ち
手
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

共
通
シ
ス
テ
ム
化
だ
け
の
よ
う
で
あ

る
。今

後
、や
る
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

全
省
庁
横
断
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を

共
通
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
全
省
庁
に

共
通
す
る
業
務
（
文
書
の
作
成
・
保
管
・

共
有
、
人
事
・
給
与
・
社
会
保
険
、
経

費
精
算
、
資
材
購
買
関
連
等
）
の
手
順

を
標
準
化
し
、
こ
れ
を
処
理
す
る
業
務

セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
一
つ
の
情
報
シ
ス

テ
ム
で
処
理
す
れ
ば
良
い
。
い
わ
ば
政

府
全
体
の
基
幹
業
務
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。
全
国
す
べ

て
の
地
方
自
治
体
も
同
じ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
対
応
可
能
に
な
る
は
ず
だ
。

少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
構
想
を
描

く
こ
と
か
ら
始
め
な
い
と
、
コ
ロ
ナ
後

の
日
本
は
成
長
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

行
政
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
が
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
れ
ば
、
情
報
の

共
有
化
が
進
み
、
中
央
と
地
方
の
連
携

や
地
方
分
権
、
分
散
を
一
層
加
速
さ
せ

る
に
違
い
な
い
。
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